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農業研修が新入社員に与える心理的な影響
─西部電気工業（株）の新入社員研修を事例として─
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〔要　　　旨〕

農業体験を社員研修のひとつとして導入している企業が増加している。農業体験の効果と
しては、社員個人に対しては自律性やコミュニケーション力、ストレス耐性の向上、リラク
セーションなど、企業側としては社員同士のつながりやグループワークの強化、リーダーの
育成などが挙げられている。しかし、研修に農業体験を取り入れることが社員の心身に良い
影響を与えるという感覚的な理解は企業側にあるが、実際の影響について調べた報告はほと
んど見当たらない。社員に対する農業研修（＝農作業・農業体験を取り入れた研修）のプラ
スの効果が明確になれば、企業による農業研修の導入が一層進み、農業者の繁忙期の人手不
足の解消や農的関係人口の拡大などに波及することが期待できる。そこで本研究では、農業
研修が社員に与える効果の一端を解明するために、農業研修に参加した新入社員の気分状態
や自己価値感などの変化を主観的評価によって明らかにした。
本研究は、西部電気工業（株）の農業研修に参加した新入社員21名を対象に、POMS®2や

自己価値感尺度、自己抑制型行動特性尺度、対人依存型行動特性尺度を活用して、農業研修
の心理に与える影響を研究したものである。
結果から、農業研修が、①「緊張」を低下させること、②研修前のPOMS®2の「緊張」が
平均より高い者のネガティブな気分尺度を低下させること、③自己抑制型行動特性尺度が平
均より高い者の自己価値感尺度を上昇させること、④対人依存型行動特性尺度が平均より高
い者の当該尺度を低下させ、自己価値感尺度を上昇させること、⑤自己価値感尺度が平均よ
り低い者の当該尺度を上昇させ、ネガティブな気分尺度を低下させることが当事例からは示
唆された。
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ことを明らかにした。ただし、この検査の

対象者である援農者は自ら希望して参加し

た人たちであり、農業研修に参加した社員

にも同様の効果をもたらすかは不明であっ

た。

そこで本研究では、農業研修が社員に与

える効果の一端を解明するために、農業研

修に参加した新入社員の気分状態や自己価

値感などの変化を主観的評価によって明ら

かにした。
（注１） 本稿では、「農業研修」は「農作業・農業体
験を取り入れた研修」のことを意味する。

１　調査対象者と農業研修の
　　内容　　　　　　　　　

調査対象者は、新入社員研修の一環とし

て農業研修を実施する西部電気工業株式会

社（本社：福岡県）の新入社員21名、全員が

男性、年齢は22歳が18名、21歳が１名、20歳

が２名であった。農業・栽培経験について

は、「経験はある方だと思う」５名（23.8％）、

「ほとんど経験はないと思う」14名（66.6％）、

「わからない」１名（4.8％）、未回答１名

（4.8％）であった。

西部電気工業（株）が新入社員研修に農

業研修を取り入れる主な目的は、①同期、

農家とのコミュニケーションを図り相互理

解を深める、②生産物の流通の流れを知り、

食品に対する興味や関心を持つ、③協力す

ること、助け合うことの大切さを知る、④

最終消費者への思いやりを感じとる、の４

点であった。

はじめに

農業体験を社員研修のひとつとして導入

している企業が増加している。農業体験の

効果としては、社員個人に対しては自律性

やコミュニケーション力、ストレス耐性の

向上、リラクセーションなど、企業側とし

ては社員同士のつながりやグループワーク

の強化、リーダーの育成などが挙げられて

いる（農林水産省（2015）、若山（2012）、

平井（2018））。近年は、テレワークなどを

活用して、職場や自宅とは違う場所で休暇

をとりながら働くというワーケーションと

農業体験を組み合わせたアグリワーケーシ

ョンを導入する企業も出てきており、企業

としては社員のストレス発散やアイデア創

発などの効果を期待している。

しかし、研修に農業体験を取り入れるこ

とが社員の心身に良い影響を与えるという

感覚的な理解は企業側にあるが、実際の影

響について調べた報告はほとんど見当たら

ない。社員に対する農業研修（注１）のプ

ラスの効果が明確になれば、企業による農

業研修の導入が一層進み、農業者の繁忙期

の人手不足の解消や農的関係人口の拡大な

どに波及することが期待できる。

尾中（2022）は、西鉄グループ社員によ

る援農（無償での農作業の手伝い）の心理

的効果をPOMS®2で測定したところ、農作

業がネガティブな気分尺度である「TMD

（総合的気分状態）」「怒り」「混乱」「緊張」

を低下させ、「活気」「友好」を上昇させる
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ント資料を作成し、各グループが10分間で

発表、その後研修担当社員や研修の受入農

家によるフィードバックが行われた。受入

農家によるフィードバックはオンラインで

あった。農業研修は16時に終了した。

２　調査法

農業研修の心理的な効果を測定するた

め、新入社員に対して８日夕方（研修前）

と12日午前（研修後）に、日本版POMS®2

（Profile of Mood States 2nd Edition、気分

プロフィール検査 第２版）の「成人用 短縮

版」と宗像（2007）により開発された「自

己価値感尺度」「自己抑制型行動特性尺度」

「対人依存型行動特性尺度」（以下「３つの

心理チェックリスト」）を実施した。POMS®2

の回答にあたっての気分を評価する時間枠

は、「今日を含めて過去１週間にどのように

感じたか」に設定した。

POMS®2は、35項目の質問に回答（５件

法）することによって、【怒り－敵意】（以

下、怒り）【混乱－当惑】（混乱）、【抑うつ

－落込み】（抑うつ）、【疲労－無気力】（疲

労）、【緊張－不安】（緊張）、【活気－活力】

（活気）、【友好】の７つの気分尺度と、ネガ

ティブな気分状態を総合的に表す「TMD

（Total Mood Disturbance、総合的気分状

態）」を測定することができる。測定によって

得られた各尺度の素得点は、Ｔ得点（平均

値が50、標準偏差10となる得点）に換算し

て分析する（Heuchert,J.P. & D.M.McNair

（2015））。

農業研修の期間は、2023年４月10日（月）

～11日（火）の２日間であったが、前々日

の８日（土）に受入農家の概要と作業内容

を、資料と動画で事前学習する時間が設け

られた。事前学習の目的は、グループごと

に「農業研修で達成したいこと、感じたこ

と、西部電気工業（株）の仕事に紐づけて

検討できそうなこと」を考えながら、課題

感を持って研修に臨むためであった。

２日間の農業研修は新入社員を５グルー

プに分けて実施された。１日目は各受入農

家の圃場で農作業が行われた。作業時間は

９時～17時（12時～13時に昼休憩）、各グル

ープの作業内容は第１表のとおりであった。

２日目は、２か所の選果場で９時から11時

過ぎまでイチゴの選別パック詰め、その後

ホテルに集合し、13時からはJA全農ふくれ

んによる選果場の機能などについての講演

（事後学習）が行われた。14時からは、農業

研修を通じて感じたことや課題、西部電気

工業（株）の業務に紐づけた改善案をグル

ープごとに発表する意見交換会が実施され

た。最初の30分で発表のためのパワーポイ

受入
農家 作業内容 参加

人数
A ラディシュの収穫・調整作業、除草、パッキング 4名
B ハウス内でのパセリの雑草取り 4名

C 草刈り機を使った草刈り、ビニールハウスづく
り、獣害対策の柵作り 4名

D パクチー、ビーツ、ケール、ほうれん草の収穫、
小松菜の収穫・調整・袋詰め 4名

E ハウスでのイチゴの収穫、屋外でイチゴ（親株）
の藁敷き 5名

資料 　筆者作成

第1表　農業研修1日目の作業内容
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意とみなした。

３　結果

（1）　農業研修前後のPOMS®2の変化

農業研修前後のPOMS®2の平均得点の変

化を第１図に示した。研修後には、「疲労」

以外のネガティブな気分尺度およびポジテ

ィブな気分尺度（「活気」と「友好」）の得

点が低下した（第１図）。ポジティブな気分

尺度は研修前から60点以上で平均より高い

状態であった。「緊張」は他の尺度と比較し

て、研修後に6.8点と最も低下しており、p＜

0.01で有意差が認められた。「活気」もp＜

0.05で有意差が認められたが、それ以外の

尺度に有意差は認められなかった。

個人ごとにネガティブな気分尺度の変化

をみると、21名中低下していたのは「TMD」

は11名（52.4％）、「怒り」10名（47.6％）、「混

乱」11名（52.4％）、「抑うつ」10名（47.6％）、

「疲労」11名（52.4％）、「緊張」16名（76.2％）

であった。

自己価値感尺度（３件法）は、自分に対

してどれくらい高い評価をしているか、ま

た、肯定的な態度をとっているかを測定す

る。10項目の質問からなり、10点満点であ

る。０～６点は自己価値感が低い、７～８点

は中くらい、９点以上は自己イメージが高

い（ヘルスカウンセリング学会編（1999））。

自己抑制型行動特性尺度（３件法）は、

「イイコ尺度」とも呼ばれており、周りの人

に嫌われないように自分の気持ちや考えを

抑えてしまう行動特性について測定する。

10項目からなり、20点満点である。15点以

上は自己抑制がかなり強く、人前で自分を

出すことはない。11～14点はやや強く、７

～10点は中程度で少し自分らしさはないが、

日本人の平均である。６点以下は自己表出

度が高く、自分の意見や気持ちを率直に言

えるタイプである（ヘルスカウンセリング

学会編（1999））。

対人依存型行動特性尺度（４件法）は、

情緒的な依存心の強さ、人に対しての期待

のしやすさを測定する。15項目からなり、

15点満点である。９点以上はかなり依存度

が強く、５～８点は強い、４点は中くらい

である。０～３点は依存度が弱く、相手に

過度の期待をせず、精神的自立度が高く、

自己決定心が強い（ヘルスカウンセリング

学会編（1999））。

統計処理には、Wilcoxonの符号付き順位

和検定を用いた。

調査にあたっては、文章にて西部電気工

業（株）および新入社員に対して趣旨説明

を行い、調査票への回答・提出をもって同

80

70

60

50

40

30

（n=21）

第1図　農業研修前後のPOMS®2の変化
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資料　第1表に同じ
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有意傾向がみられたが、他の２つの尺度に

有意差は認められなかった。

個人ごとにみると、自己価値感尺度が上

昇したのは20名中８名（40.0％）、変化なし

は９名（45.0％）であった。自己抑制型行動

特性尺度と対人依存型行動特性尺度が低下

したのは各10名（50.0％）であった。

次に、研修前に自己抑制型行動特性尺度

が平均より高い11点以上だった10名の各尺

度の変化を第４図に示した。自己価値感尺

度は0.4点上昇し、p＜0.05で有意差が認めら

れた。自己抑制型行動特性尺度は1.9点、対

人依存型行動特性尺度は1.7点低下したが、

次に、研修前に「緊張」が平均より高い

60点以上だった７名のPOMS®2の変化を第

２図に示した。この７名は、「疲労」が平均

より高い７名と同一であり、「混乱」が平均

より高い６名をすべて含んでいた。研修前

に平均より高かったのは「混乱」「疲労」「緊

張」「友好」であった。研修後にはネガティ

ブな気分尺度すべてが低下し、ポジティブ

な気分尺度は上昇した。「緊張」はp＜0.05

で有意差が認められ、「怒り」はp＜0.1で有

意傾向がみられた。

個人ごとに「緊張」の変化をみると７名

全員が低下、「疲労」は７名のうち４名が低

下、２名が上昇、１名が変化なし、「混乱」

は６名のうち５名は低下、１名は上昇した。

（2）　３つの心理チェックリストの変化

農業研修前後の各尺度の平均得点の変化

を第３図に示した（１名が未回答のため20

名の集計結果）。研修後の自己価値感尺度

は0.4点上昇、自己抑制型行動特性尺度は0.1

点低下、対人依存型行動特性尺度0.6点低下

した。対人依存型行動特性尺度はp＜0.1で
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第2図　「緊張」「疲労」高得点群のPOMS®2の変化
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第3図　3つの心理チェックリストの変化
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第4図　「自己抑制型行動特性尺度」高得点群の
変化
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度は８名（57.1％）が低下、４名（28.6％）

が上昇、２名（14.3％）が変化なしだった。

なお、１日目の農作業が異なる５グルー

プ別にPOMS®2と３つの心理チェックリス

トの変化を比較したが、グループ間での統

計的な有意差は認められなかった。

（3）　自己価値感尺度の高低別にみた

POMS®2の変化

自己価値感尺度が９点以上の６名を高得

点群、７～８点の７名を中得点群、６点以

下の８名を低得点群として、各群における

POMS®2と３つの心理チェックリストの変

化を検討した。

高得点群のPOMS®2は、「緊張」以外のネ

ガティブな気分尺度は上昇、ポジティブな

気分尺度は低下している（第６図）。「活気」

はp＜0.1で有意傾向がみられた。自己価値

感尺度は1.2点低下、自己抑制型行動特性尺

度は1.0点上昇、対人依存型行動特性尺度は

0.4点低下した。各尺度に有意差はみられな

かった（第７図）。

両尺度に有意差は認められなかった。

個人ごとに自己抑制型行動特性尺度の変

化をみると、10名中６名（60.0％）が低下、

４名（40.0％）が上昇した。自己価値感尺度

は５名（50.0％）が上昇、５名（50.0％）が

変化なしだった。対人依存型行動特性尺度

は６名（60.0％）が低下、２名（20.0％）が

上昇、２名（20.0％）が変化なしだった。

研修前に対人依存型行動特性尺度が平均

より高い５点以上だった14名の各尺度の変

化を第５図に示した。自己価値感尺度は0.5

点上昇し、p＜0.05で有意差が認められた。

自己抑制型行動特性尺度は0.3点低下した

が、有意差は認められなかった。対人依存

型行動特性尺度は0.9点低下し、p＜0.1で有

意傾向がみられた。

個人ごとに対人依存型行動特性尺度の変

化をみると、14名中８名（57.1％）が低下、

２名（14.3％）が上昇、４名（28.6％）が変化

なしだった。自己価値感尺度は７名（50.0％）

が上昇、１名（7.1％）が低下、５名（35.7％）

が変化なしだった。自己抑制型行動特性尺
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第5図　「対人依存型行動特性尺度」高得点群の
変化
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第6図　自己価値感尺度高得点群のPOMS®2の
変化
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1.0点上昇し、p＜0.01で有意差が認められた

（第11図）。自己抑制型行動特性尺度は0.1点

中得点群のPOMS®2は、「疲労」以外のネ

ガティブな気分尺度およびポジティブな気

分尺度が低下した（第８図）。「緊張」はp＜

0.1で有意傾向がみられた。自己価値感尺度

は0.7点上昇、自己抑制型行動特性尺度は0.9

点低下、対人依存型行動特性尺度は0.7点低

下した。「自己抑制型行動特性尺度」はp＜

0.1で有意傾向がみられた（第９図）。

低得点群のPOMS®2は、「疲労」以外のネ

ガティブな気分尺度が低下、ポジティブな

気分尺度が上昇した（第10図）。各尺度に有

意差はみられなかった。自己価値感尺度は
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第7図　自己価値感尺度高得点群の3つの
心理チェックリストの変化
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第8図　自己価値感尺度中得点群のPOMS®2の
変化
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第9図　自己価値感尺度中得点群の3つの
心理チェックリストの変化
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第10図　自己価値感尺度低得点群のPOMS®2の
変化
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第11図　自己価値感尺度低得点群の3つの
心理チェックリストの変化
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業研修は「疲労」を維持・上昇させてしま

う可能性があった。「怒り」「抑うつ」の高

い者に対しては、本研究では対象者が少な

く、検証することはできなかった。今後は、

ネガティブな気分尺度が平均より高い者を

増やして検証することが必要である。

（2）　３つの心理チェックリストの変化

３つの心理チェックリストの研修前後の

平均得点の変化には有意差が認められなか

った。しかし、自己抑制型行動特性尺度の

高得点群（10名）には、自己価値感尺度の

上昇に有意差が認められた（第４図）。自己

抑制型行動特性尺度の高い者は、自己価値

感尺度が低い傾向があり、農作業を通じて

受入農家に貢献できたという思いなどのプ

ラスの感覚が、自己価値感尺度を高めたと

考えられる。自己抑制型行動特性尺度には

有意差がみられなかった。これは、個人ご

とにみると、得点が低下した者は農作業が

他者に合わせて行動することが少なかった

ことが影響、一方で上昇した者は不慣れな

農作業を受入農家の指示通りにしなければ

ならないという思いが強く影響したと推察

され、農業研修が自己抑制型行動特性尺度

の高い者の当該尺度を低下させるとはいえ

なかった。

対人依存型行動特性尺度の高得点群（14

名）には、当該尺度の低下に有意傾向がみ

られた（第５図）。農作業は受入農家の指示

のもと実施するが、収穫の際の切る場所や

収穫物の選別、草刈りなどの農作業は、都

度農家に質問することが難しく、自分で判

低下、対人依存型行動特性尺度は0.7点低下

した。両尺度に有意差はみられなかった。

４　考察

（1）　農業研修前後のPOMS®2の変化

ネガティブな気分尺度の平均得点は、研

修前から平均（40～59点）の範囲内にあり、

研修後には「疲労」以外の得点が低下して

いた。「疲労」の得点が上昇したのは、慣れ

ていない農作業によって疲労を感じた結果

と推察される。ポジティブな気分尺度は、

農業研修より前に実施された研修を通じて、

仲間意識の醸成やモラールの向上が図られ、

研修前から平均より高い得点であった。そ

れにも関わらず「活気」は有意に上昇した。

新入社員全体のPOMS®2の結果からは、「緊

張」を低下し、「活気」を上昇させるといえ

る。

研修前から「緊張」が平均より高かった

７名の研修前後の平均値を比較した（第２

図）。「緊張」が高かった者は、「疲労」「混

乱」も研修前から得点が平均より高いとい

う特徴があった。研修後には、ネガティブ

な気分尺度すべての得点が低下しており、

「緊張」には有意差が認められ、「怒り」に

は有意傾向がみられた。「抑うつ」「疲労」

「混乱」について有意差は認められなかっ

た。このことから「緊張」が高い者は、農

業研修によって「緊張」が低下する可能性

が高いことが明らかとなった。一方で、「疲

労」は低下したものの、平均より高い状態

のままであり、「疲労」の高い者に対する農
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いると推察される。

中得点群のPOMS®2は、「疲労」とポジテ

ィブな気分尺度（「活気」「友好」）以外にプ

ラスの効果があったが、有意差はみられな

かった（第７図）。自己価値感尺度は上昇、

自己抑制型行動特性尺度と対人依存型行動

特性尺度は低下しており、プラスの効果が

あったが、こちらも有意差はみられなかっ

た。

低得点群のPOMS®2は、研修前の「混乱」

「緊張」は平均より高く、他のネガティブな

気分尺度の得点も他群と比較して高いとい

う特徴があった（第８図）。研修後には「疲

労」以外にプラスの効果が生じた。自己価

値感尺度は上昇し、有意差が認められた。

一方で、自己抑制型行動特性尺度と対人依

存型行動特性尺度は低下していたが、有意

差は認められなかった。自己価値感尺度の

低得点群にとって、農業研修は農作業を通

じて受入農家に貢献できたという思いなど

のプラスの感覚が自己価値感尺度を高めた

と考えられる。そして、自己価値感尺度の

上昇が、POMS®2のネガティブな気分尺度、

特に将来に対する漠然とした不安を含む「緊

張」の低下を促したと推察される。それは、

自己価値感尺度が低いと、自分に自信を持

つことができず、将来に対する不安を抱え

やすく、自己価値感尺度が高いと、将来に

対する不安を乗り越えることができるとい

う自信をもつことができるからである。

自己価値感尺度の高低別の結果を整理す

ると、高得点群と中得点群には農業研修の

効果は小さいといえるが、高得点群は元々

断して行動することが求められたことが影

響したと推察される。そして、自分が主体

的になることによって自己価値感尺度が有

意に上昇したと考えられる。

（3）　自己価値感尺度の高低別にみた

POMS®2の変化

自己価値感尺度を３群に分けてPOMS®2

の変化をみたところ、高得点群のPOMS®2

は「緊張」以外にプラスの効果（ネガティ

ブな気分尺度の低下、ポジティブな気分尺

度の上昇）はなかった（第６図）。研修前か

らネガティブな気分尺度は平均的、ポジテ

ィブな気分尺度は平均より高く、研修後に

それ以上改善する余地が少なかったことが

結果に影響していると考えられる。高得点

群の自己価値感尺度は低下、自己抑制型行

動特性尺度は上昇しており、マイナスの効

果がみられた。自己価値感尺度の低下は、

慣れない農作業で高かった有能感や自己効

力感などの自身に対するプラスの感覚・認

識が低下した結果と推察される。自己抑制

型行動特性尺度の上昇は、自分の本音・思

っていることを伝えるという自己表出度が

下がることであり、基本的に望ましいこと

ではない。しかし、自己表出度が高い場合

はわがままで、周囲との適応度が低いケー

スがあり、農作業を通じて周りに合わせる

傾向が高まったとすればプラスの効果があ

ったと評価することができる。対人依存型

行動特性尺度はすべての群で低下しており、

受入農家から指示された農作業を自分の判

断で実施する必要があったことが影響して
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下させること、②研修前のPOMS®2の「緊

張」が平均より高い者のネガティブな気分

尺度を低下させること、③自己抑制型行動

特性尺度が平均より高い者の自己価値感尺

度を上昇させること、④対人依存型行動特

性尺度が平均より高い者の当該尺度を低下

させ、自己価値感尺度を上昇させること、

⑤自己価値感尺度が平均より低い者の当該

尺度を上昇させ、ネガティブな気分尺度を

低下させることが当事例からは示唆された。
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（おなか　けんじ）

自己表出度が高い傾向があり、わがままな

どが顕著な場合は、周囲との適応度を高め

るために農業研修を実施するのは意義があ

ると考えられる。管理職などのパワーハラ

スメントの予防に効果を発揮する可能性は

ある（尾中、2023）。低得点群は、農業研修

によってネガティブな気分の低下や自己価

値感の向上を促す効果があると推察される。

今後の課題としては、今回調査は２日間

の農業研修を対象としたため、農作業以外

の要因が入っており、今後は農作業だけの

心理的な影響を明らかにする調査も実施し

たい。また、今回調査は１企業の新入社員

を対象としているので、他の企業にも同様

の検査を実施し、検査対象先と対象者を増

やすことが必要である。また、今回の農業

研修は２日間で、グループでの農作業を対

象としたが、期間が異なっても、また一人

での農作業でも同様の効果が期待できるの

かなどを明確にするために、農業研修のバ

リエーションを増やすことも検討したい。

おわりに

本研究は、西部電気工業（株）の農業研修

に参加した新入社員21名を対象に、POMS®2

や自己価値感尺度、自己抑制型行動特性尺

度、対人依存型行動特性尺度を活用して、

農業研修の心理に与える影響を研究したも

のである。

結果から、農業研修が、①「緊張」を低
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